
令和2年度の健康づくり事業について

１ 新型コロナウィルス感染拡大防止に伴う各種事業の変更

２ 人生100年時代の健康サポート事業

３ 令和3年度からのがん検診の変更

４ コロナに伴う健康診査・各種がん検診等の変更
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1 新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う各種事業の変更

① 3密を避けた健康づくり事業の実施

② 事業参加に関する留意事項

③ 新しい生活様式の周知・定着

④ 所属・地域・個人におけるコロナ対策や新しい生活様式
に関する取組状況
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① 3密を避けた健康づくり事業の実施 ＊（ ）内が変更内容
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担当課
予約制・人数制限・会場変更

回数増・受付時間変更・時間短縮
内容変更・期間延長・延期 今年度中止

健康づくり
課

・育児相談会
（予約制、毎週に回数増）

・妊婦両親学級（少数制、時間短縮）
・1歳6か月児・3歳児健診
（2回→3回、ほぼ全館使用、受付時
間15分刻みで指定）

・特定健診（予約制、会場変更、社会
保険扶養者の受診制限）

・乳がん集団・胃がん（予約制）
・その他がん検診
（地区別受付時間細分化）
・健診結果活用講座（予約制）
・骨コツ教室（予約制、個別対応）
・こころの健康相談会（各地区3→6回）
・元気磨きたい活動（時間短縮）

・離乳食相談会（育児相談会と統合）
・妊婦両親学級（3回の内容を1回に凝縮）
・療育教室（おやつ時間の廃止）
・乳幼児健診（グループ指導の中止、専門職増員）
・10か月児健診（集団→医療機関委託）
・保健推進員・食生活改善推進委員活動（委員以外が参加の調理実習中止）
・胃がん検診、大腸がん検診（検診日程を秋に変更）
・前立腺がん検診（節目年齢のみ）
・子宮がん検診（個別実施のみ）
・乳がん施設検診、子宮がん施設検診（2月末まで延長）
・健康教室（個別の健康相談に変更）
・介護予防事業（道具の共有、人と触れ合うレクリエーションは避ける）
・食育推進庁内会議（書面会議にて開催）
・医療機関食育だより設置（掲示に変更）
・幼児歯科健診（医療機関委託で実施）

・2か月児育児相談会
・生まれたよ会
・元気磨きたい「スタート
の会」

・保健推進委員地区研修会
（前期）

・胃がんリスク検診
・精神保健福祉講座
・親子対象笹団子づくり
・「歯に関する質問票」
・唾液潜血反応検査
・3歳児保護者歯科健診

社会教育課

・つばめ目耕塾（申込制、定員設定） ・ターゲットバードゴルフ大会（7月→9月に延期）
・グラウンドゴルフ大会（7月→10月に延期）
・高齢者健康づくりの集い（6月→秋ごろに延期）
・スポーツ推進委員全体会（書面決議にて開催）

・燕さくらマラソン大会
・吉田公民館健康講座
（7月開催分）

・春季7人制ソフトバレー
ボール大会（5月）

・健康づくり教室（前期）

長寿福祉課

・オレンジリングカフェ
（申込制、定員設定、30分短縮）

・認知症支援セミナー（定員数減）
・短期集中型通所サービス
（広い会場に変更）

・いきいきつばめサポーター養成講座（マスク着用し運動するため、強度を
下げた指導内容に変更、4月開始を2月に延期）

・介護予防体操お試し教室（開始を4月→10月に延期）
・短期集中型通所サービス（開始を5月→7月に変更、教室期間短縮、回数を
少なくして実施）

・お口と体の健康教室卒業生の会（吉田・分水地区は8月から再開予定、燕
地区は再開時期を検討中）

・医療福祉介護フォーラム
（県外講師のため、8月
中止）

・オレンジリングカフェ
（7月中止）



② 事業参加に関する留意事項
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健康づくり課 社会教育課 長寿福祉課

市民が参加
する際の
留意事項

施設管理
その他の
対応

●事前周知
下記に当てはまる場合は参加を控えてもらう
①風邪の諸症状(発熱・咳・鼻水・くしゃみ)のある方。

(解熱剤や総合感冒薬などを内服している方を含む)
②強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ(呼吸困難)がある方。
③感染が疑われる方との接触や、感染の場として公表され
た場所等に行き来した方。

④海外より帰国し、自宅に戻ってから２週間以内の方。
⑤２週間以内に県外（流行地）に行き来した方。

●参加当日

①マスクの着用 ②手指のアルコール消毒（または石鹸による手洗い）
③会場の換気の徹底 ④参加者同士の距離の確保 ⑤参加者名簿や利用者カードの作成
※非接触型体温計での検温や健康チェック表による確認が加わる場合がある

●1時間おきに5分程度の換気
●ドアノブや手すり、椅子など共有部分の消毒
●事業終了後に使用物品の消毒・洗濯など
●個別相談、計測などの至近距離となる業務や、大声で話す健康
教育の場面などでは、フェイスシールドを使用
●事業の変更に対応するため、ホームページの更新、動画、ラジオ
などの媒体を活用
●緊急事態宣言発令や市内発症がみられた場合は、中止や延期
の検討

●施設の定期的な消毒作業
●常時換気

●事前周知（別紙参照）

①利用条件について
②チェックリストの提出について
③利用時の注意事項について

など
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③新しい生活様式の周知・定着

「つばめ元気かがやきポイント手帳」の活用
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新しい生活様式の実践・定着のために
「つばめ元気かがやきポイント手帳」を
活用した取組を進めている。

【活用方法】
「自由目標」や「ひとこと日記」等を
活用（右図参照）

【周知方法】
・広報つばめと市ホームページへの掲載
・定例記者会見で報道発表
・ポイント手帳にチラシの挟み込み

健康づくり3団体から
ポイント手帳を
積極的にＰＲして
いただいています

【令和2年度手帳】 【手帳挟み込みチラシ】



「新しい生活様式と燕市の食育」

密にならない買い物や食事の方法の紹介等、

新しい生活様式をふまえた食育の啓発を実施。

☆食育啓発ティッシュ 4800個

☆つばめ食育だより配信、掲示207か所

③新しい生活様式の周知・定着
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【食育啓発ティッシュ】
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介護予防事業の現状や課題

●一般介護予防の運動自主グループは、登録メンバーが明確であり、メンバーへの連絡
や健康状態の確認ができるので、6月頃から再開しているグループが多い。

●社会福祉法人が地域の介護予防のために実施していた「だれでも参加できる」「口コ
ミで誘い合って参加できる」というやり方の体操教室は、再開できないままになって
いる。

●ふれあいサロンは、一般介護予防の運動自主グループに比べ高齢の参加者が多いため
か、まだ休止しているサロンが多い。（秋まで休止や今年度すべて休止など）
同居している家族から、サロンの参加を止められている人もいる。

●元気高齢者が地域で実施していた介護予防活動が、コロナ以前の状況に戻っていない。
外出や他者との交流、運動の機会が減ることによる機能低下が懸念される。十分な感
染予防と他者との交流や体操の両立をどのように進めていけばよいか？

④所属・地域・個人におけるコロナ対策や新しい生活様式に関する取組状況
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新潟県ホームページより

皆様の所属・地域・個人における

コロナ対策や新しい生活様式に関する

現状や取組状況、感じていることなど

を教えてください

④所属・地域・個人におけるコロナ対策や新しい生活様式に関する取組状況



２ 人生100年時代の健康サポート事業

11

「令和2年度当初予算のポイント」から抜粋



令和2年度における「人生100年時代の健康サポート事業」具体的な取り組み

１）ハイリスクアプローチ ※75歳以上が対象

事業名 担当課 目的 対象者 事業概要 今後の予定

1 骨折・骨粗しょう症重症化予防
事業【新規】

健康づくり課 再骨折予防
骨粗しょう症重症化予
防

骨折の既往・骨粗しょ
う症の既往がある人で
治療を中断している可
能性がある人

対象者に訪問し、受診勧
奨・保健指導・通いの場
等への参加勧奨を実施。
その後電話支援を実施。

民間事業者等への委
託契約
10月頃対象者への訪
問開始

2 低栄養・口腔保健対策事業
【新規】R元年度研究協力で実施

健康づくり課
長寿福祉課

フレイル予防 特定健診等における質
問項目で口腔項目該当
者や通いの場等に参加
していない人

おおまがり地域で地区を
決め、対象者に訪問し状
況を確認、必要時歯科衛
生士が訪問する。

対象地区・対象者を
決定
9月頃から訪問開始

3 脳梗塞再発予防事業
【拡充】国保加入者のみでなく後期

高齢者へ拡大

健康づくり課 脳梗塞再発予防 脳血管疾患・心房細動
の治療を中断している
可能性がある人

対象者に訪問し、受診勧
奨・保健指導・通いの場
への参加勧奨をする。

国保加入者（保険年
金課）と実施時期を
合わせて実施

4 健康づくりマイストーリー運
動・介護予防事業連携事業

【新規】

健康づくり課
長寿福祉課

認知症予備軍・閉じこ
もり傾向の後期高齢者
への早期介入

「つばめ元気かがやき
ポイント事業」の昨年
度登録者・報告者のう
ち、今年度健診未受診
で未登録、または登録
していて未報告の人

対象者に訪問し、健康状
態の把握と通いの場への
参加勧奨をする。

ポイント手帳の報告
時期が過ぎたら、対
象者を決定
R3年1月以降に訪問

5 健康状態不明者の状態把握事業
【新規】

長寿福祉課 健康状態不明者の状況
把握

医療・健診・介護の実
績がない高齢者のみの
世帯の人

地域包括支援センターが
訪問し、必要時、医療・
健診・介護につなげる。

地域包括支援セン
ターに依頼済み
訪問後支援が必要な
人へ再訪問等実施

6 ポリファーマシー対策事業
【継続】

保険年金課 適正服薬、薬物による
健康被害の防止

1か月に2医療機関以上
の受診、6剤以上内服し
ている可能性がある人

服薬情報を送付し、薬剤
師や医師への相談を勧奨
する。

後期高齢者医療広域
連合が実施
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令和2年度における「人生100年時代の健康サポート事業」具体的な取り組み

２）ポピュレーションアプローチ ※65歳以上が対象

事業名 担当課 目的 対象者 事業概要 今後の予定

1 「通いの場」健康教育・
相談等の充実【拡充】

健康づくり課 生活習慣病やフレイル予防
の普及啓発
参加者の健康状態の把握

通いの場等の
参加者及びそ
の支援員など

医療専門職が通いの場等に出向き、
健康教育・健康相談を実施する
「後期高齢者の質問票」活用

地区ふれあいサロン等
で実施

2 健康づくりマイストー
リー運動との連携強化

【拡充】

健康づくり課
長寿福祉課

生活習慣病・介護予防に関
する生活の習慣化を図る

高齢者全般 「つばめ元気かがやきポイント事
業」通いの場の参加を5ポイント
メニューに、ポイント手帳にフレ
イル予防の内容追加

関連団体とともに、
「つばめ元気かがやき
ポイント事業」を高齢
者へ推進

３）その他 ●特定健診等の機会に、下記チラシ2枚を配布し周知
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３ 令和3年度からのがん検診の変更内容
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令和3年度からのがん検診変更内容の周知について

①令和2年度の検診案内
に右記チラシを同封

②燕市広報に掲載

③世帯調査票発送時に
周知

※世帯全員が住民税非課税世帯、生活保護の場合は、申請により自己負担金免除制度があります。



Ｒ2年度
3
月

4
月

5月 6月
7
月

8
月

9
月

10月 11月 12月
Ｒ3.1

月
2月 3月

➊集団検診
小中学校・体育文化施設他

➋追加健診「完全予約制時間割」

労医協（燕・吉田検診センター）

A 試験実施1「完全予約制時間割」

労医協（燕・吉田検診センター）

B

試験実施2
-1.燕地区（燕庁舎・中央公民館）

-2.吉田地区（吉田産業会館）

-3.分水地区（分水公民館）

C （*未定*）医療機関検診
（燕労災病院・診療所等）

Ｄ 追加健診「完全予約制時間割」

労医協（燕・吉田検診センター）

❶特定健康診査等事業（集団健診） 健康福祉部（保険年金課）

15会場30日間（受診者R1-8,600人）

2会場5日間（受診者R1-200人）

2会場24日間（受診者R2-1,700人）

2会場10日間（3,000人）

1会場6日間（1,800人）

1会場4日間（1,200人）

2会場5日間（200人）

**1会場32日間（月8日×4か月）（96人）

※【R2集団健診受診者推計(例年試算)】約8,500人（特定4,754人、後期3,128人、一般657人）

●変更後の受入れ可能人数は、約7,900人で、概ね93％が確保可能な状況。
今後、燕労災病院を含む医療機関検診の拡大に加え、人間ドックの活用等により「健診機会」の確保に努める。

【変更前（Ｒ1年度まで）】

【変更後（Ｒ2年度）】

年間スケジュール（Ｒ2年度）

完全予約制時間割
コールセンターを委託

済

４ コロナに伴う健康診査・各種がん検診等の変更
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Ｒ2年度
3
月

4
月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
Ｒ3.1

月
2月 3月

➊肺がん (集団) ※特定健診同時実施

➋大腸がん (集団)

➌胃がん (集団)

➍乳がん (集団・施設)

➎子宮がん (集団・施設)

❻前立腺がん (集団) ※胃リスク・肝炎同時実施

❼肝炎ウイルス(集団)           

❽胃がん-リスク(集団)

❾骨粗しょう症 (集団)

➊肺がん (集団)※特定健診同時実施

➋大腸がん (集団) ※胃がん同時実施

➌胃がん (集団)

➍乳がん (集団・施設)   

➎子宮がん (集団・施設) ※ 集団中止

❻前立腺がん (集団) ※ 節目年齢限定

❼肝炎ウイルス(集団) ※前立腺がん同時実施

❽胃がん-リスク(集団)

❾骨粗しょう症 (集団)

❷ 各種がん検診等 健康福祉部（健康づくり課）

【変更前（Ｒ1年度まで）】

【変更後（Ｒ2年度）】

年間スケジュール（案）

15会場30日間（受診者R1-9,322人）

2会場24日間（受診者R2-1,500人） 4会場20日間（5,400人）

３会場7日間（受診者R1-8,587人）

14会場25日間（受診者R1-3,470人）

4会場16日間（受診者R1-2,823人）
2医療機関7か月間（受診者R1-383人）

2医療機関6か月間（受診者R1-4,568人） ３会場5日間（受診者R1-1,144人）

3会場6日間（受診者R1-2,027人）

3会場6日間（受診者R1-36人）

3会場6日間（受診者R1-1,028人）

3会場6日間（受診者R1-517人）

4会場14日間（8,400人）

4会場14日間（2,000人）

2医療機関9か月間（1,200人）

2医療機関9か月間（5,800人）

4会場13日間（1,700人）

3会場3日間（600人）

3会場3日間（40人）

3会場3日間（600人）

※肺がんのみ 地区別時間割
3会場 6日間（1,500人）

地区別時間割

地区別時間割

2月まで延長

2月まで延長

完全予約制時間割

完全予約制時間割

※大腸がんのみは地区別時間割

※申込制でないため、今年度対象を次年度以降に実施

完全予約制時間割

４ コロナに伴う健康診査・各種がん検診等の変更
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